
補
正
予
算
を
含
む
　
２８
議
案
を
可
決 

　
　
　
　
意
見
書
２
件
を
関
係
機
関
に
提
出 

えどがわ 
ダイヤルイン 5 6 6 2 ー 6 7 3 6
http://www.gikai.city.edogawa. tokyo.jp/

第　　　 号 １７２ 
２００５年（平成１７年）７月２０日 

江 戸 川 区 議 会 発 行  
江 戸 川 区 中 央 1 ー 4 ー 1

（地球環境保護のために、大豆油インキを使用しています）（区議会だよりは再生紙を使用しています）

区長から出された議案 区長から出された議案 区長から出された議案 
○ 予算 
  ・平成１７年度江戸川区一般会計補正予算（第１号） 
○ 条例 
（一部改正） 
  ・江戸川区特別区税条例　　※１ 
  ・江戸川区事務手数料条例 
  ・江戸川区総合区民ホール条例 
  ・江戸川区総合文化センター条例 
  ・江戸川区民健康施設条例 
  ・江戸川区民センター条例 
  ・江戸川区総合体育館条例 
  ・江戸川区スポーツセンター条例 
  ・江戸川区スポーツランド条例 
  ・江戸川区陸上競技場条例 
  ・江戸川区球場条例 
  ・江戸川区プールガーデン条例 
  ・江戸川区臨海球技場条例 
  ・江戸川区立ホテルシーサイド江戸川条例 
  ・江戸川区母子生活支援施設条例 
  ・江戸川区営住宅条例 
  ・江戸川区立コミユニテイセンター条例 
  ・江戸川区立コミユニテイ会館条例 
  ・江戸川区保育所の保育の実施に関する条例 
  ・東京都市計画事業篠崎駅西部土地区画整理事業施行規程 
  ・江戸川区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例 
  ・江戸川区立児童遊園設置及び管理に関する条例 
  ・江戸川区体育施設条例 
  ・江戸川区立地区会館条例等 
  ・江戸川区小岩アーバンプラザ条例等 
○ 契約 
  ・江戸川区立篠崎小学校屋内運動場改築工事請負契約 
  ・物品の買入れについて　　※２ 
○ 報告 
  ・平成１６年度江戸川区一般会計の継続費の繰越使用について 
  ・平成１６年度江戸川区一般会計の繰越明許費の繰越使用について 
  ・議決を得た契約の契約変更について 

会派の略称　市民クラブ＝市民クラブ・ネット民主無所属 

※印は賛否の分かれた議案 
 ※１ 賛成３９（自由民主党・公明党・市民クラブ・一人の会・無所属クラブ） 
  反対 ６ （日本共産党） 
 ※２ 賛成４４（自由民主党・公明党・市民クラブ・日本共産党・無所属クラブ） 
  反対 １ （一人の会） 
 それ以外は全会一致 

平
成
１７
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
１５

日
ま
で
の
１０
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
区
長
か
ら
、
小
松
川
防
災
拠

点
内
中
学
校
用
地
取
得
費
や
保
育
マ
マ
の
処
遇
充

実
を
図
る
た
め
の
保
育
費
助
成
な
ど
を
計
上
し
た

総
額
３０
億
９
千
３
百
万
円
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、

区
民
施
設
管
理
の
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
向
け
、

１６
施
設
の
条
例
改
正
案
１４
件
を
含
む
２８
件
の
議
案

と
報
告
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

行船公園

第２回定例会日程 第２回定例会日程 主な記事 主な記事 
６月　６日 

８日 
１０日 
１３日 
１５日 

議案上程、委員会付託 
代表質問・一般質問 
議案審査 
請願･陳情等の審査 
委員会報告及び表決 

 

第２回定例会概要、区長提出議案　  1ページ 
代表質問・一般質問、議員提出議案、 
請願･陳情の処理状況　　　　  ２～３ページ 
第１回臨時会概要、議会の構成　　  ４ページ 

 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
「
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早
期
実

現
に
関
す
る
意
見
書
」
を
含
む
２
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書

は
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
の
会
議
録
は
、
９
月
上
旬
に
で
き

あ
が
り
ま
す
。
詳
細
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

お
近
く
の
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
、
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
江
戸
川
区
は
大
き
な
構
造

改
革
の
う
ね
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
地
方
分
権
等
、
行

財
政
改
革
に
一
層
の
創
意
工
夫
が

求
め
ら
れ
、
区
議
会
の
果
た
す
役

割
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
６６
万
区
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
る
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
議
会
議
長
　
渡
　
部
　
正
　
明

副
議
長
　
春
　
山
　
な
か
じ

春山副議長 渡部議長

議
長
、
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ 



（２）
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
最
優
先
に
考
え
、
十
分

に
話
し
合
っ
て
い
く
。

（３）
江
戸
川
堤
防
側
に
ル
ー

ト
変
更
し
、
ス
ー
パ
ー
堤

防
と
と
も
に
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

自
由
民
主
党

小
泉
と
し
お

2

６
月
８
日
に
行
わ
れ
、
行
財
政
改
革
に
対
す
る
取
組

み
、
防
災
対
策
、
子
育
て
支
援
、
教
育
問
題
な
ど
の
ほ

か
、
区
政
全
般
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

区
政
へ
の
質
問 

更
な
る
行
財
政
改
革
や

学
力
向
上
へ
の
取
組
み
を

公
　
明
　
党

佐
々
木
た
か
し

障
害
者
の
就
労
支
援
を
！

松
江
図
書
館
の
建
て
替
え
を
！

市
民
ク
ラ
ブ
・

ネ
ッ
ト
民
主
無
所
属

笹
本
ひ
さ
し

自
治
基
本
条
例
の
制
定
、

分
権
改
革
の
議
会
制
度
等

問

行
財
政
改
革
に
対
す
る

取
組
み
に
つ
い
て

三
位
一
体
改
革
や
都
区
の

主
要
５
課
題
決
着
の
如
何

を
問
わ
ず
、
急
速
に
進
行

す
る
少
子
高
齢
化
の
中
で

社
会
保
障
費
、
子
育
て
支

援
等
の
財
政
負
担
の
増
大

が
予
測
さ
れ
る
一
方
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
施

策
の
展
開
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
更

な
る
行
財
政
改
革
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
区
長
の
所

見
を
。

答

こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成

果
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く

常
に
新
た
な
視
点
で
改
革

に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た

財
源
の
最
も
価
値
あ
る
使

途
を
探
求
し
た
行
政
運
営

を
進
め
て
い
く
。

問

今
後
の
介
護
予
防
に
つ

い
て

（１）
要
介
護
者
を
最
小
限
に

し
、
元
気
は
つ
ら
つ
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
区
と

区
民
が
共
通
の
目
標
と
す

べ
き
「
要
介
護
認
定
出
現

率
」
の
具
体
的
数
値
目
標

の
設
定
を
し
て
は
。

（２）
大
学
等
の
研
究
機
関
の

予
防
医
学
研
究
が
進
ん
で

い
る
が
こ
う
し
た
大
学
と

の
連
携
を
視
野
に
い
れ
た

新
た
な
施
策
展
開
を
。

答

（１）
積
極
的
に
健
康
施
策

に
取
組
ん
で
き
た
結
果
で

あ
る
低
い
要
介
護
認
定
出

現
率
を
堅
持
で
き
る
よ
う

介
護
予
防
策
を
展
開
し
て

い
く
。

（２）
専
門
の
知
恵
を
も
っ
た

方
々
の
意
見
を
聴
き
江
戸

川
区
と
し
て
の
健
康
施
策

を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

介護予防  

問

学
力
向
上
に
向
け
た
本

区
の
取
組
み
に
つ
い
て

（１）
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

る
全
国
の
学
力
実
態
を
把

握
す
る
教
育
課
程
実
施
状

況
調
査
に
対
す
る
所
見
を
。

（２）
「
児
童
、
生
徒
の
学
力

向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」

の
結
果
の
分
析
評
価
と
教

員
の
指
導
力
の
向
上
を
は

じ
め
と
し
た
、
学
力
向
上

へ
の
取
組
み
は
。

答

（１）
前
回
調
査
よ
り
正
答

率
は
上
が
っ
て
い
る
。「
勉

強
は
大
切
」「
勉
強
が
好
き
」

と
答
え
た
児
童
生
徒
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
る
児
童
生
徒
ほ

ど
正
答
率
が
高
い
。
意
欲
、

関
心
を
高
め
る
に
は
教
師

の
指
導
力
、
家
庭
の
教
育

力
が
重
要
で
あ
る
。

（２）
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
。

「
授
業
力
ア
ッ
プ
検
討
委
員

会
」
の
立
ち
上
げ
、「
授
業

の
達
人
」
の
表
彰
等
に
よ

る
高
い
授
業
力
、
意
欲
を

持
つ
教
員
の
育
成
や
、
各

学
校
で
の
学
力
向
上
プ
ラ

ン
作
り
等
で
、
学
力
向
上

に
最
善
を
尽
く
し
て
い
く
。

問

上
篠
崎
ス
ー
パ
ー
堤
防

整
備
計
画
に
つ
い
て

（１）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（２）
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て

は
住
民
の
意
向
に
対
し
十

分
な
配
慮
を
。

（３）
都
市
計
画
道
路
補
助
２８８

号
線
の
建
設
促
進
を
。

答

（１）
関
係
機
関
等
と
十
分

に
調
整
し
、
早
期
着
工
を

目
指
す
。

問

障
害
者
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

障
害
者
の
就
労
を
よ
り
促

進
さ
せ
る
た
め
企
業
へ
の

働
き
か
け
や
助
成
を
行
い
、

企
業
に
も
メ
リ
ッ
ト
あ
る

区
の
事
業
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拡
充
し
、
多
く
の

利
用
が
さ
れ
て
い
る
。
更

に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
見

え
に
く
い
事
業
だ
が
地
道

な
努
力
を
続
け
て
い
る
。

問

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

大
綱
の
推
進
に
つ
い
て
日

増
し
に
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
運
動
に
は
自
助
・
共

助
・
公
助
が
最
大
限
生
か

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

気
持
ち
は
あ
っ
て
も
時
間

が
な
い
と
い
う
方
か
ら
の

せ
め
て
金
銭
支
援
を
と
い

う
希
望
に
応
え
、
基
金
の

創
設
を
。

答

地
域
力
が
発
揮
さ
れ
大

き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取

り
組
め
る
も
の
な
の
で
基

金
創
設
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

問

「
防
災
士
」
を
養
成
し
、

登
録
し
て
お
く
制
度
の
創

設
を

防
災
士
制
度
は
、
災
害
に

関
す
る
専
門
知
識
と
対
応

技
術
を
備
え
た
人
材
確
保

で
救
援
の
手
が
届
く
ま
で

の
間
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
自
主
防
災
組
織
に
配

置
し
、
減
災
地
域
に
す
る

こ
と
は
重
要
。
地
域
の
中

か
ら
防
災
士
を
養
成
す
る

制
度
の
導
入
を
。

答

最
近
出
来
た
制
度
で
組

織
的
な
活
動
を
す
る
に
は

も
う
少
し
時
間
が
必
要
。

当
面
は
消
防
団
の
育
成
・

活
動
の
強
化
に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。

問

防
災
対
策
の
更
な
る
充

実
に
つ
い
て

（１）
耐
震
診
断
後
の
改
修
工

事
に
対
す
る
助
成
制
度
の

実
現
を
国
・
都
に
要
望
を
。

（２）
備
蓄
物
資
に
乳
幼
児
用

と
要
介
護
者
用
の
紙
オ
ム

安心安全 
パトロール 

安心安全街づくり 

ツ
の
追
加
を
。

答

（１）
国
の
英
断
が
必
要
。

国
に
対
し
２３
区
長
会
も
参

加
し
て
い
る
全
国
市
長
会

よ
り
要
望
し
て
い
る
。

（２）
オ
ム
ツ
は
供
給
協
定
で

確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
非
常
時
で
も
供

給
を
確
保
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

問

松
江
図
書
館
の
建
て
替

え
に
つ
い
て

地
域
か
ら
の
強
い
要
望
を

受
け
、
三
回
目
の
質
問
と

な
る
が
、
昭
和
３５
年
に
建

設
さ
れ
耐
用
期
限
も
迫
っ

て
い
る
。
図
書
館
を
含
め

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と

し
て
１
日
も
早
い
開
設
を

願
う
。

答

１４００
㎡
の
敷
地
面
積
が
あ

り
建
て
替
え
だ
け
で
は
も

っ
た
い
な
く
複
合
施
設
と

し
て
考
え
て
い
る
。
中
央

図
書
館
も
あ
り
、
均
衡
な

ど
考
え
な
が
ら
早
い
機
会

に
取
り
組
み
た
い
。

問

船
堀
駅
の
改
札
口
を
東

口
と
西
口
に
新
設
を

新
た
な
高
層
住
宅
や
戸
建

住
宅
も
増
え
、
利
用
者
数

も
増
加
し
て
い
る
。
利
便

性
、
安
全
安
心
の
地
域
環

境
の
上
か
ら
も
将
来
を
見

通
し
て
改
札
口
の
新
設
を
。

答

都
交
通
局
も
区
も
早
急

に
解
決
す
べ
き
と
は
考
え

て
い
な
い
。
都
交
通
局
と

も
十
分
協
議
し
な
が
ら
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問

住
民
自
治
条
例
（
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
）
に
つ

い
て

地
域
の
こ
と
は
地
域
自
ら

が
決
め
る
、
江
戸
川
区
の

次
世
代
を
力
強
く
支
え
る

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

に
つ
い
て
本
格
的
な
検

討
・
意
見
交
換
が
不
可
欠

と
な
っ
て
き
た
と
い
え
る

の
で
は
。
区
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
法
的
に
担

保
し
、
協
働
・
共
育
を
中

心
と
し
た
理
念
に
、
区
民

の
区
民
に
よ
る
区
民
の
た

め
の
「
自
治
基
本
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て
区
長
の

所
見
を

答

「
自
治
の
理
念
」
は
憲

法
や
地
方
自
治
法
に
決
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
上
に

「
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と

は
、
理
念
を
達
成
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
化
を
す
る
こ

と
な
の
で
、
非
常
に
難
し

い
問
題
。「
共
育
・
協
働
」

と
は
、
一
つ
の
文
化
で
あ

り
、
長
期
構
想
の
中
で

「
宣
言
」
を
し
て
い
る
が
目

標
に
向
か
っ
て
共
通
認
識

で
き
て
い
れ
ば
、
法
的
枠

組
み
の
中
に
位
置
付
け
る

こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
は
、

も
っ
と
深
い
研
究
が
必
要
。

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
い
ろ

い
ろ
な
政
策
を
、
条
例
化



3

一
般
質
問 

田
中
　
け
ん

一
人
の
会

多
く
の
障
害
者
が
働
く
企
業

に
こ
そ
、
行
政
の
仕
事
を

日
本
共
産
党

セ
バ
タ
　
勇

子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充

全
国
に
広
が
る
３０
人
学
級

平成17年第3回定例会開催予定 平成17年第3回定例会開催予定 

９月１５日（木） 
２１日（水） 
２２日（木） 

２６・２７・２９・３０日 

本会議（議案上程、委員会付託） 
本会議（一般質問） 
本会議（一般質問） 
決算特別委員会  

１０月３・４・６・１１日 
１２日（水） 
１３日（木） 
１９日（水） 

決算特別委員会 
常任委員会（議案審査） 
各常任委員会（請願･陳情等の審査） 
本会議（委員会報告及び表決） 

皆さんから出された請願・陳情 

○今回の定例会で新たに委員会に付託されたもの 付託委員会名 
江戸川区立松江幼稚園の存続を願う陳情 
北小岩二丁目マンション建設反対の陳情 
公共工事における賃金等確保法（公契約法)
の制定を国に求める陳情 

文 教 委員会  
建 設 委員会  
総 務 委員会  

５０号 
５１号 
５２号 

○今回の定例会で取り下げられたもの 
「公共工事における賃金等を確保する条例」（公契約条例）制
定にむけた陳情 

１０号 

議 員 か ら 出 さ れ た 議 案  
意見書は各関係機関に送りました 

○ 
 
 
 
 
○ 

地方六団体改革案の早期実現に関する意見書 
　賛成33（自由民主党、公明党、一人の会、無所属クラブ） 
　反対12（市民クラブ・日本共産党） 
〔衆・参両院議長、内閣総理大臣、総務大臣、内閣官房長官、 
財務大臣、郵政民営化経済財政政策担当大臣あて送付〕 

地方議会制度の充実強化に関する意見書（全会一致） 
〔衆・参両院議長、内閣総理大臣、総務大臣あて送付〕 

会派の略称　市民クラブ＝市民クラブ・ネット民主無所属 

民間事業者等 

す
る
こ
と
は
あ
る
と
思
う

が
一
番
基
本
の
と
こ
ろ
に

あ
る
「
文
化
」
は
条
例
で

決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
の
が
今
の
考
え

で
あ
る
。

問

分
権
時
代
に
相
応
し
い

執
行
部
と
区
議
会
の
緊
張

感
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
確
立
と
は
い
か
な
る

も
の
か
。

答

地
方
自
治
法
上
の
ル
ー

ル
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
権
能
が
決
め
ら
れ
て

い
る
も
の
。
そ
の
権
能
に

基
づ
い
て
、
権
能
を
お
互

い
に
最
大
限
に
生
か
し
合

い
な
が
ら
、
お
互
い
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、
い

い
全
体
と
し
て
の
行
政
を

作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
理
想
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。

問

職
員
の
名
刺
の
公
費
負

担
化
に
つ
い
て

現
在
私
費
で
作
ら
れ
て
い

る
名
刺
を
片
面
に
江
戸
川

区
が
誇
れ
る
施
策
や
事
業

を
紹
介
し
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
宣
伝
マ
ン
・
広
報
マ

ン
に
な
り
、
誇
り
を
持
っ

た
意
識
改
革
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
、
名
刺
の
公

費
負
担
の
制
度
化
を

答

近
頃
問
題
に
な
り
ま
し

た
「
制
服
」
の
こ
と
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い

か
。
こ
う
い
う
問
題
は
流

動
的
で
あ
り
、
一
概
に
こ

れ
が
い
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
い
つ
の
時
代
に

も
不
変
だ
と
言
い
き
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

現
在
の
慣
習
を
改
め
て
公

費
化
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問

来
庁
者
の
方
に
対
す
る

呼
称
等
に
つ
い
て

来
庁
さ
れ
た
方
を
「
お
客

様
」
と
い
う
表
現
や
、
役

職
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
て

呼
ぶ
こ
と
等
に
つ
い
て
、

正
し
い
日
本
語
を
使
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

「
お
客
様
」
は
、
呼
び

方
が
、
他
に
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
社
会
通

念
に
従
う
し
か
な
い
。

名刺の公費負担 
問

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

若
い
世
代
の
不
安
定
雇
用

の
増
大
な
ど
に
よ
る
所
得

の
低
下
や
所
得
格
差
も
著

し
く
医
療
費
助
成
拡
充
の

必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
都
内
で
は
子
育
て
支

援
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
本
区

で
の
小
学
生
以
上
の
子
ど

も
へ
の
入
院
医
療
費
助
成

の
実
施
を
。

答

各
区
の
実
態
等
を
研
究

し
、
全
体
的
な
施
策
の
バ

ラ
ン
ス
等
を
見
極
め
、
本

区
に
相
応
し
い
結
論
を
導

き
た
い
。

問
　
３０
人
学
級
な
ど
少
人
数

学
級
の
実
施
に
つ
い
て

（１）
４５
道
府
県
で
実
施
し
、

教
育
的
効
果
の
上
が
っ
て

い
る
３０
人
学
級
な
ど
の
少

人
数
学
級
に
つ
い
て
文
部

科
学
省
や
中
央
教
育
審
議

会
が
前
向
き
な
検
討
を
始

め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（２）
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
、

教
職
員
の
願
い
で
あ
る
３０

人
学
級
の
実
施
を
東
京
都

に
強
力
に
要
請
す
べ
き
で

あ
る
が
見
解
を
。

答

（１）
児
童
・
生
徒
同
士
が

互
い
に
触
れ
合
い
、
多
様

な
人
間
関
係
を
通
し
て
成

長
す
る
と
い
う
面
も
重
視

す
べ
き
で
あ
る
。
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
あ
り
、
容
易
に
実
現
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

30人学級 

（２）
都
へ
の
要
請
を
含
め
、

国
の
動
向
を
見
守
る
。

問

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

（１）
戦
争
を
正
当
化
す
る
扶

桑
社
発
行
の
「
新
し
い
歴

史
教
科
書
」
へ
の
国
内
外

の
批
判
の
高
ま
り
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

（２）
教
科
書
採
択
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て

①
専
門
家
と
し
て
の
知
識

を
持
ち
、
日
々
子
ど
も
た

ち
と
接
し
て
い
る
教
職
員

の
意
見
を
大
切
に
す
る
た

め
に
学
校
に
見
本
本
の
展

示
と
巡
回
を
。

②
保
護
者
や
住
民
が
気
軽

に
教
科
書
を
見
て
、
意
見

が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
展
示
会
場
を
ふ

や
す
こ
と
。

答

（１）
す
べ
て
の
教
科
書
は

検
定
を
通
っ
て
い
る
も
の

で
教
科
書
採
択
事
務
は
適

切
に
実
施
し
て
い
く
。

（２）
平
成
１６
年
度
か
ら
会
場

を
学
校
か
ら
図
書
館
と
し

て
い
る
。
見
本
本
の
展
示

部
数
と
期
間
に
限
り
が
あ

る
中
で
、
学
校
展
示
・
巡

回
よ
り
現
在
の
展
示
方
法

が
妥
当
で
あ
る
。

問

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て

（１）
見
守
り
が
必
要
な
高
齢

者
の
現
状
を
踏
ま
え
、
最

後
に
頼
る
べ
き
生
活
の
場

所
で
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
措
置
制
度
の
継
続
を
。

（２）
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
措

置
制
度
と
一
体
で
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
現
場
の
声
を
十
分

に
反
映
し
て
国
に
要
望
を
。

（３）
建
物
が
せ
ま
く
老
朽
化

し
た
施
設
の
改
築
の
支
援

の
検
討
を
。

答

（１）
措
置
制
度
は
継
続
が

可
能
で
あ
る
。

（２）
今
回
の
制
度
改
正
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（３）
法
人
と
し
て
の
責
務
を

果
た
す
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

問

指
定
管
理
者
制
度
に
つ

い
て

（１）
管
理
者
は
障
害
者
や
女

性
に
対
す
る
配
慮
等
の
社

会
的
貢
献
が
高
い
企
業
に
。

（２）
健
康
増
進
法
に
よ
る
施

設
内
禁
煙
等
は
継
続
さ
れ

る
の
か

答

（１）
選
考
の
中
で
評
価
は

し
て
き
た
い
。

（２）
基
本
的
考
え
方
は
、
継

続
さ
れ
る
。



議
会
の
構
成
決
ま
る

平
成
１７
年
第
一
回
臨
時
会
が

５
月
２０
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
新
議
長
・

副
議
長
の
選
任
（
１
面
参
照
）

の
ほ
か
、
区
長
か
ら
１
件
の
専

決
処
分
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
（
２
名
辞
任
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
新

監
査
委
員
に
島
村
か
ず
し
げ
議

員
、
川
瀬
や
す
の
り
議
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
と
も
な

う
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
と
辞
任

に
と
も
な
う
特
別
委
員
会
委
員

の
選
任
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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江戸川区議会事務局　５６６２－６７３６（ダイヤルイン）

◎　委員長　　○　副委員長 

◎ 

○ 

区議会の構成（平成１７年６月１５日現在） 

渡部　正明 春山　仲次 

総務委員会 
（１０名） 

生活振興 
環境委員会 
（９名） 

福祉健康 
委員会 
（９名） 

文教委員会 
（９名） 

建設委員会 
（９名） 

行財政改革 
特別委員会 
（１２名）  

街づくり･ 
防災対策 
特別委員会 
（１２名） 

子育て･ 
熟年者支援 
特別委員会 
（１２名） 

交通対策 
特別委員会 
（１２名） 

議会選出監査委員 

議会運営委員会 
（１５名） 

松下　　彰男　　笹本　　　尚　　渡辺　　清一 

佐々木　　隆　　瀬端　　　勇　　田辺　　達昭 

藤澤　　進一　　田島　　　進  

深江　　一之　　土田　アイ子  

◎ 

○ 

片山　　知紀　　田中　　壽久 　春山　　仲次 

稲宮　　須美　　須賀　　精二 　北川　　　浩 

須田　　哲二　　荒井　　輝夫 　酒井　　　実 

◎ 

○ 

倉内　　　眞　　鵜沢　　悦子　　藤居　阿紀子 

早川　　和江　　田中　　　健　　渡部　　正明 

小俣　　則子　　片山　　剛男　　八武崎　一郎 

◎ 

○ 

花島　　貞行　　高木　　秀隆　　川瀬　　泰徳 

竹内　　　進　　斉藤　　正隆　　田之上　郁子 

木村　　長人　　河合　　恭一　　島村　　和成 

◎ 

○ 

安田　　　明　　田中　　淳子　　光山　　　実 

福本　　光浩　　須賀　　清次　　吉越　　邦夫 

藤沢　久美子　　間宮　　由美　　小泉　　敏夫 

◎ 

○ 

田辺　　達昭　　須賀　　精二　　佐々木　　隆 

高木　　秀隆　　島村　　和成　　藤居　阿紀子 

須田　　哲二　　瀬端　　　勇　　酒井　　　実 

福本　　光浩　　北川　　　浩　　松下　　彰男 

◎ 

○ 

田中　　淳子　　斉藤　　正隆　　倉内　　　眞 

笹本　　　尚　　竹内　　　進　　八武崎　一郎 

田中　　　健　　荒井　　輝夫　　安田　　　明 

高木　　秀隆　　間宮　　由美　　片山　　知紀 

◎ 

○ 

河合　　恭一　　藤沢　久美子　　田島　　　進 

斉藤　　正隆　　片山　　剛男　　光山　　　実 

木村　　長人　　須賀　　清次　　土田　アイ子 

藤澤　　進一　　稲宮　　須美　　渡辺　　清一 

◎ 

○ 

小泉　　敏夫　　田中　　壽久　　片山　　剛男 

小俣　　則子　　深江　　一之　　田之上　郁子 

鵜沢　　悦子　　田中　　淳子　　吉越　　邦夫 

早川　　和江　　川瀬　　泰徳　　花島　　貞行 

川瀬　　泰徳　　島村　　和成 

◎ 

○ 

深江　　一之　　竹内　　　進　　土田　アイ子 

渡辺　　清一　　荒井　　輝夫　　吉越　　邦夫 

須田　　哲二　　瀬端　　　勇　　小泉　　敏夫 

高木　　秀隆　　北川　　　浩　　片山　　知紀 

藤澤　　進一　　藤居　阿紀子　　松下　　彰男 

 

あ
と
が
き

区
議
会
だ
よ
り
第
１７２
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
構
成
が
変
わ
り
、
編
集

委
員
も
一
部
入
れ
替
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
。

区
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
き

ま
し
て
は
、
議
会
活
動
を
区
民
の

皆
様
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
深
江
　
か
ず
ゆ
き

○
渡
辺
　
清
一

吉
越
　
邦
夫

セ
バ
タ
　
勇

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）


